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ウ ィ リ ア ム ・ カ ー ロ ス ・ ウ イ リ ア ム ズ
の特質
小 西 康 雄
20世紀 に入 ってか らの アメ リカ詩壇 の複雑 な流れの 中で,ウ ィリアム ・カ 一ー'一
ロス ・ヴ ィ リひ ム ズは`特 異 な作風に よ、づて;ア ・メの 力現 代詩に新 い さ境地 を・
拓 都 「実験 派の 巨匠」 として;後 の アメ リカ詩 に大 きな影響を与 えた。、数 む
極 め舌多 く,様 式も多 岐 にわた るウ ィ、リア ムズの作品の 中か ら,い ぐつかの詩




ウ.・イ,リアム ズは,日 常の身近 に存在す るあ りとあ らゆ る事物や現象 を,詩 に
した。 チ ュー インガ ム,キ ャンデ ィー,タ イプライ汐 一・,電話器,眼 鏡 紙の 、
箱,:一枚ρ 紙 きれ,ビ ンのか けら,な ど,お よそ詩的で ない物が,彼 の詩の主
題:と、な った9し か も,こ の よ う'なお止 そ詩的でない事物 を、 ウ ィ'リアムズは,
情緒や感情 を排 した即物的 な表 現に よって,記 述 したので あ る・ それ までの詩
の 中で,観 ㊧や思 惟や論理 で縛 られ ていた事物や無視 されていた事物は・爽雑
物 を剥 ぎ取 られ た生 の形 で;そ れ 自体の存在 を主張す るこ と』こな る。 これ を最き
(2)











い 手押/車)"と"thewhite/chickens(白い/ニ ワ トリ)"だけである。理念
や感情や寓意 を見つげようとす るのは無理であろ う。 ウィリ`アムズは,手 押車
や ニワ トリに託 して 自己の理念や感 情を語 るので はない。重要 なのは,こ れ ら
の事 物の存在 その もの なのだ。 ウイ リアムズは,眼 に映 った手押車やニ ワ トリ
に,鋭 い集中力と鑑識 力を注 ぎ,感 情や情緒 を排 して,こ れ らの事物 を,虚 飾
を取 り除いた ぎりぎりの表現で呈示す る。こ うして描かれた事物は,切 り取 ら
れ た一つの空間 と時間 との 中で,独 自の存在意義 を与 えられ,観 念や意味や論
理 を超越 した存在 になるのである。
この詩 を読む者 は,ウ イリアムズの眼 を通 し,極 限にまで達 した単純で鮮烈
な表現を通 して,そ れ まで 知 らなか った新 しい世界 を体験す る。 それは,手 押
車 やニ ワ トリがあま りに も平凡で あるために,見 過 ごしていた世界 な の で あ
る。 アラン ・オス トロムは,「 この短い詩は,ウ イリアムズが,現 代 アメ リカ
の どの詩人 に もまして,我 々の身の回 りの事物に関 して,い かに注意 を払 った
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かの好例で ある」 と述べている。














この詩 に於いて も,ウ イリアムズの眼 が捉 えたネコの動 き以外の もの は,何 も
ない。意味の解釈 な どは拒否 されてい る。 ウイリアムズは,ネ コθ)精緻で微妙
な身のこな しを,即 物的に的確に描 くことに よって,ネ コの存在の本質 を捉 え
てい るのであ る。ネ コの動 きその ものが,ウ イリアムズに とっては,詩 的真実
なのである。 ケネス ・パー クは,「 ウイ リアムズは,自 分が見 る ものは一瞬 の
うちに見て しまう」 と述べ,さ らに,ウ イリアムズに とっては 「眼が あ り,そ
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の眼にとまる事物がある。この両者の間に存在する関係が詩なのだ」 と評 して
いるが,こ の言葉は,ウ イリアムズの特質 を明確に示すものである`。
1'
"
ウイ リアムズは,こ の ように,身 近 な平凡 な事物 を即物的に呈示 し,観 念や
意味を排除 して,そ の事物を,そ れ自体で完結し独立してい る存在物としで,
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表現する。対象 とす る事物の存在その ものに,意 義 を認 め,詩 的真実 を把握す
るのであ る。 しか し,だ からとい って,ウ イ リアムズの詩 に思想がない とい う
わけではない。た しかに,事 物 を即物的に描 くウイリアムズの詩に於いては,
思想が論述 された り説明 された りす ることはない。思想は,そ の ように表わさ
れるのではな くて,呈 示 される事物の中に凝縮 され,暗 示 されるのである。 ウ
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イ リア ム ズ 自身 も,「 事 物 の 中,そ こ以 外 に は 思 想 は 存 在 しな い 」 と語 って い












何の変てつもない,と い うぱ りは}注 目にむ値 しない と思える風景の描写で あご
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る。 ウイ リアムズの確かな眼は,「ズーム レンズが捕えるように」,病院の裏手
か ら,そ この何 も生えていない所 にあ る石炭の燃 え殻へ と移動 してい って,そ
の燃 え殻の 中で光 っでい る緑色のピ ンのか けらを見据える。些細で無価値 な事
物の存在そのものが痴こζ三ではポ詩的世界 を作 っているわけで ある・しかし・
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この詩は,こ の即物的に描かれた風景の中に存在する何 かを,論 述 とい う形 を
とらずに,描 写された事物に よって,暗 示 している,と 考えることが出来 る。
これ を解 く鍵 ともい うべ きものは,こ の ビンのかけらが"green(緑色)"で あ
って,こ れが,"…where/nothing//willgrow.1.(何も/生 えない/と ころ)"
に有る石炭の燃 え殻の中で輝やいている,と い う表現である。本来なら緑の草
で も生えてい る筈の場所 に,草 と同 じ色をした ビンのかけらが存在 してい るの
だ。 ウイリアムズは,こ こでも,眼 の前に有 る事物 とそれの存在の仕方を,爽
雑物 を取 り去 った生の姿で呈示す るだけである。 しか し,読 者は,ウ イリアム
ズの的確で鋭い眼で捉 えられたこの事物の有 り方 を通 して,「 作 られた物の美
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くしさが 自然物に取 って代 っている」様や,さ らには;自 然の喪失だ とか,不
毛の世界 とかを,把 握す るのである。
"BetweenWaUs"がさらに極限にまで達 した と言えるのが
i"Lines"で




こ れ だ け 素気 な く,単 純 で,即 物 的 な 詩 は,ウ イ リア ム ズの詩 の 中で も,類 が
無 い 。 緑 色 を したご つ の 物 が 有 るだ けで あ る。 しか し,こ こで も,ウ イ リア ム
ズ の 眼 は,事 物 に対 して 鋭 く迫 って い る 。葉 の 緑 色 は"grey(灰 色 が か った,
陰 気 な,寂 しい)"で あ るの に,、割 れ た ガ ラスの 緑 色 はlr`br三ght.(鮮や か な,.
明 るい,,快活 な)".だと,・見 るわ けで あ る。 些 細 な事 物 の,た だ これ だ けの 即
物 的 呈 示 に よ って,"BetweenWalls"の場 合 と同様 な意 味 が,ぎ りぎ りの 形
を と って,暗 示 さ れ て い る と言 え よ う。 ・ ・ ㌧
"ClassicScene"は





















巨 大 な 発 電 所 の 建 物 が,的 確 に 描 写 さ れ る 。 そ し て,そ の 二 本 の 煙 突 の 存 在 の
仕 方 が,.そ れ に 続 く 。 こ の 詩 に 於 い て も 」 ウ イ リ ア ム ズ は,眼 に 映 っ た 事 物
を,没感情的な態度で 具体的に呈示 しているだけである。この発電所ほ,そ
れ 自体で完結 して存在 してい る一個の事物である。 しかし,こ こで も,こ の事
物の存在の有 り方 を看破するウイリアムズの眼 は,そ の事物の本質 を冷徹 に暴
く。発電所の二本 の煙突は"commandinganarea/ofsqua夏idshacks(むさ
くるしい掘 って建 て小屋の/集 まってい るあた りを見おろ し)"て お り,二 本
の煙突の うち煙 を吐いてい ない方 は"passivetoday-(今日は,お とな しい)"
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のである。 この描写は,有 るが ままの事物の姿だが,ウ イ リアムズの眼 を通 し
て見 る煙突の有 り方の 中に,現 代の機械文明や産業主義の巨大 で 不 気味な影
を読者 は見 るのだ。 この影は,論 述され るのではな くて,ウ イ リアムズの描 く
i事物 その ももの 中」'に存在するので ある。
事物 を描 く場合,'ウイリアムズは,強 烈な集中力と選択力を用いて,そ の事
物の存在の仕方 をぎりぎ りの姿で捉える。先に採 り上 げた"TheRedwheelr
barrow"に於いて も,手 押車 を形 容 しているめは(第2連 を除けば)f`red'1
一語で あ り,ニ ワ トリを修飾 してい るのは"white"だけである。"Lines"で
は,"grey"と"bright"の二語が,そ こで描かれ る事物の属性のすぺてを語
ってい る。他の詩に於いても,事 物は極度に切 り詰められた修飾 しか与えられ













何の説明 もな く,何 の修飾 もな く,[つ の情景が映 し出 され る。・カメラめ非情
な レンズが捉えた,と い うよ りも:レ ン トゲ ン写真が映 し出 した,と い っだ方
が適切な情景で ある。,ここに有 るのは,一 つの情景の骨組みだけなのだ。
ある特殊 な事柄は,そ の背後 に,そ の事柄 にまつわ り付 く様 々な特殊事情 を
持ってい ると言える。 しか し,'その特殊事情 を一つ一つ剥 ぎ取 ってい くと,最
後 には,そ の事柄の本質だけが残 る。残 ったこの本質は,そ の特殊 な事柄 だけ
が持つ もので はな くて,実 は,他 の事柄 もまた持 ってい る本質である場合が多
い 。"㍉r.・'i';
。この詩の場合 も;感 情や情緒,修 飾や形容,説 明や論理 どい うたすべての爽
雑物 を取 り去 らそ呈示 された この情景には,本 質だけが残 っていて,こ の本質
が;・普遍的な ものにな ってい る。1読者 は,・この詩か ら,諸 々の人生の悲哀 を見
るわけである6'一 ・・'",
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二 枚 の 紙 が」 風 に 吹 か れ て 街 路 で 舞 づて い る 。 自動 車 が 走 って 来 て この 紙 を蝶
く が,:その 紙 は ま た風 で 舞 い 上 って,・くる くる動 い てい るG・日常 目 に す る何 の
変 て つ もな い 出来 事 で あ る 。 この 様 に 些 細 な事 も;・ウ イ リ ア ム ズ は,-tたち ど こ
ろ に 詩 に して し まう 。 こ の 詩 も,一 見,日 常 的 な 一 つ の 出 来 事 を,有 るが ま ま
に 記 述 した だ け に 思 え る が,そ の 奥 に,何 か 不 気 味 な もの を暗 示 して い る。 こ
れ を もた らす の は,こ の 紙 の 大 き さが"ofaman…(人 聞 ほ どの もの …)"で
あ って,こ の 紙 が,車 に 礫 か れ た 後,"Unlike/aman(人間 とは 違 って)"ま
た 立 ち上 って 風 に 吹 か れ て 舞 う,と い う 描 写 で あ る。'ウイ リア ム ズ は,こ の 一
枚 の 紙 に人 間 を表 象 して い る わ け で は ない 。 彼 に と って は,こ れ は 一 枚 の 紙 と
い う事 物 以 外 の 何 物 で も な い 。 そ して,彼 の 眼 は,そ の 紙 の 大 き さが 入 間 くら
い で,車 に 繰 か れ た 後 の 動 きが,人 間 とは 異 って い る,と 一 瞬 の うち に 判 断 す
るの だ 。 ウ イ リア ム ズ に と って,こ の 場 合 の こ の 紙 が 持 って い る属 性 を表 わ す
に は,こ の 表 現 しか な い 。 こ う して 呈 示 され た一 枚 の 紙 の 動 きに,人 間 の 日常
性 の 背 後 に ひ そ む グ ロ テ ス クな 恐 怖 が暗 示 され て い るの で あ る 。
"CompleteDestruction"もま た
,日 常 的 な 事 柄 を通 して,普 遍 的 に存 在 す











冷たい 日。死んだネコを埋葬 し,ネ コの箱 を燃やす。 ネコにたか ってい た ノミ'
の うち,ネ コと共に土にも埋 められず,箱 と一緒に燃や され もしないで,生 き
残 ったかに見 えた もの も,寒 さで死んで しまった,と い う一つ の出来事で あ
るCた だこれ だけの,極 くつ まらない事柄 が,例 によって,没 感情的で即物的
な筆致で,語 られ る。 ネコの死 とい う現実,そ の ネ コの死から逃れ ることは出
来 たが,自 らの死は避 けられない ノ ミ。 ウイリアムズは,あ る一つの小 さな死
を媒介と して,さ らに一層小 さい死 を,冷 徹 に直視 する。読者は,そ こに,生
命 あるものすべ てに とって死が不可避だ とい う事実 を,戦 操 をもって;悟 るの
であ る。
"AttheBallGame"は}球 技場の観…衆の様子 を描 写す ることによ.って,群












































第一連は,こ の詩の内容の基調 を成 してい る。1行 目の"Thecrowdatthe
ballgamg(球技 を見てい る群衆は)"で,1'こあ詩の主題が呈示 され,2行 目
"ismoveduniformly(画一的に動か され る)"で,観 衆 の属 性が端的に述べ ら
れ る。余分 な修飾 の一切無い即物的な表現に よって,群 衆が持 ってい る主体性
のない不気味 さが,描 写 されてい る。
ウイリアムズの詩 を形の上で見 ると,こ れ までに採 り上げた ものか らも判 る
とうり,一 つの行 を構成す る語数 も,こ れ らの語 の音節の数 も,極 度 に少ない
のが特徴 とな ってい る。 これは,眼 に映 った事物 を・一瞬の うちに捉え,そ の専
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物 の 本 質 を,爽 雑 物 を排 して 即 物 的 に捉 え る,ウ イ リア ム ズの 物 の 見 方 に よ る
もの で あ る。 そ して,こ の 各 行 が,あ る一 つ の ま と ま った単 位 を形 成 す る場 合
が 多 い 。 一 行 目で 主 題 を呈 示 し,二 行 目で その 主 題 の 属 性 を 述 べ る こ の 二 行
も,そ の 好 例 と言 え る。'・ ・
第 二 連 は,.第 一 連 を受 けて,."byaspir輌t・ofuselessness/Wichdelights
then}一(彼等 を喜 ば せ る/無 益 な気 分 に よ っ一('一)"と,群衆 め 感 情 を揺 り動
か す 原 因 を示 す の で あ る が,こ れ が 無 益 な 喜 び で あ る とこ ろ に,群 衆 の 無 気 味
さ が 一層 強 調 され る。
第 三 連 か ら第 五 連 まで は,群 衆 を動 か して い る もの が 具 体 的 に 列 挙 され る。
冒頭 か ら こ こ まで,ウ ィ リプ ム ズ の眼 は,・群 衆 か ら その 動 きへ,さ ら1こ,そ の
動 きの 原 因 の 詳 細 へ と,対 象 の 内部 へ 突 き進 ん で 行 く。
第 六 連 で は,視 点 が 再 び群 衆 に 戻 り,群 衆 の 属 性 ど して 美 を認 め る 。 この 美
は 一 種 の 力強 さ と も解 釈 出来 る 。 以 下 め 連 で,そ の 群 衆 の 強 さ の 原 因 が 述 べ ら
れ,第 八 連 の 二 行 目"lt'isalive,Venbmous(それ は活 き活 き と'し,悪 意 に満
ち)"さ ら に次 の 連"itsmilesgrimly/itswordscut-(それ は 気 味 悪 く笑 い/
その 言 葉 は 切 りつ け る一)"と,群 衆 あ るい は 群 衆 の持 つ 不 気 味 さ や残 酷 さが,
明 確 な 形 を と る。
第 十 連,'第十 一 連 で は,群 衆 の 中か ら``Theflashyfemale(けiまば しい
女)と"Thejew(ユ ダ ヤ人)"と を,群 衆 を構 成 す る一 人 と して 具 体 的 に取
・り出 して,群 衆 の 一 人 一 人 も また,個 人 と して は,群 衆 が全 体 と して 持 って い
る残 酷 さ,恐 ろ し さの 餌 食 に な る様 子 が描 か れ る。
こ の 恐 怖 の イメ ー ジは,想 像 力 の 飛 躍 に よ って,次 の 連,"ItistheInqui・
sition,the/Revolution(それ は 宗 教 裁 判 だ/革 命 だ)"で,宗 教 裁 判 と革 命 に重
ね 合 わ さ れ る。
そ して,以 下 の 三 つ の 連 で,群 衆 の 属 性 の 強 さ と無 益 さが 述 べ られ,最 後 の
三 つ の 連 に於 け る群 衆 の 描 写 に よ って,こ の 詩 は終 る。最 後 の 三 連 は,最 初 の
数 連 と 同 じ く,冷 徹 な 眼 に よ る群 衆 の 描 写 で あ り,特 に,最 後 の 連,"perma-
nently,seriously/withoutthought(永久 に,真 剣 に/思 考 も な く)"では,群
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衆の不気味な無思考性 は永久に変 らない,し とい うことが,一 行 目の同 じリズ
ムを持 った多音節の二語の反復 によって効果的 に,示 されてい る。
この"AttheBallGame"は,これ まで採 り上げて きた詩 とい くつかの点
で趣 を異にはす るが,や は り,あ る球技 を見ている観衆の様 子 を鋭 く見つめる
ことによって,群 衆 とい うものが普遍的に具有 してい る,強 靱 さ,残 酷 さ,無
気味 さ,恐 ろしさ,俗 悪 さ,そ して思考の無 さを冷徹 に呈示 し,日 常生活にひ
そむ恐 怖とい った もの を描いてい るの である。
ウイリアムズは,日 常の身の回 りにある平凡な事物 を,強 烈な集 中力 と厳 し
い選択力と的確な表現力によって,即 物的に呈示 した。 ウイ リアムズの眼に映
った事 物は,こ れ によって爽雑物 を剥 ぎ取 られて,収 敏 し,そ の事物の本質 に
達す る。そして,こ の本質が,普 遍性 を有す ることことな り,そ の事物だけに
止 まらずに,そ の事物 を包含する世界に向 って,発 散 して行 くのである。
ウイリアムズの詩の世界 を構築す る要素には,様 々な ものがあるが,事 物の
即物的な呈示に よる リアリティーの把握は,そ の原点にな ってい る。
注
(1)ウ イ リア ム ズ の 詩 の 手 法 に 関 し て は,そ の 一 端 を拙 稿 「WilliamCarlosWil-
liamsにつ い て 」(「東 海 大 学 紀 要 ・文 学 部 』,第25輯,1976)に 於 い て 考 察 し
た 。
.(2)本 稿 の テ キ ス ト と して は,Williams,CarlosWilliam.TheCollectedEarlier
Poems.NewYork:New.DirectionsPublishingCo.,1966.を使 用 した 。
(3)AlanOstrom,ThePoeticWorldofVViliiamCarlθsI{iilliams(Southern
Illinois亡「niversityPress,1968),p.21.
(4)KennethBurke,"WilliamCarlo$一'Williams:TwoJudgements,"from
WiliiamCarlesIVitliams:ACo〃ectionOfCriticalEssays,(ed、)JHills
Miller(EnglewoodCliffs,N.J.;PrenticeHall,Inc,1966),PP.47～48,
(5)"Paterson・TheFlower,"1.5.
(6)RodTownley・TheEarlyPoetryげMilliamCarlosVPritgiqms(Londop:
CornellUniversityPressLtd,1975),p.118:
(7)Ostron,oP.cit」,P.46."び
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